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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

平成２８年度再評価対象事業（農林水産部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

中山間地域総合整備事業

・三野西部地区 継続することが適切である。
み の せい ぶ

経営体育成基盤整備事業

・御所地区　　　　　　　　　　　  継続することが適切である。
ご しよ

・段関地区　　　　　　　　　　　　継続することが適切である。
だんぜき

地盤沈下対策事業

・小松島地区　　　　　　　　　　　継続することが適切である。
こ まつしま

地すべり対策事業

・神山中２期地区 継続することが適切である。
かみやまなか き

・西祖谷２期地区 継続することが適切である。
にし い や き

広域農道整備事業

・吉野川 中 部地区 継続することが適切である。
よし の がわちゆう ぶ

・阿讃三好地区 継続することが適切である。
あ さん み よし

一般農道整備事業

・上板地区 継続することが適切である。
かみいた

広域漁港整備事業

・牟岐漁港 継続することが適切である。

（牟岐地区、古牟岐地区）
む ぎ ふる む ぎ

地すべり防止事業

・和田地区 継続することが適切である。
わ だ
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

平成２８年度再評価対象事業（県土整備部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

緊急地方道路整備事業

・一般国道１９３号 継続することが適切である。

（倉羅工区）
くら ら

・主要地方道 山城東祖谷山線 継続することが適切である。

（ 京 田工区）
きようでん

道路改築事業

・主要地方道 徳島環状線 継続することが適切である。

（新浜八万工区）
しんはまはちまん

県営団地建設事業

・新浜町団地 継続することが適切である。

総合流域防災事業（河川）

・黒谷川 継続することが適切である。
くろたにがわ

・熊谷川 継続することが適切である。
くまたにがわ

通常砂防事業

＜長期未着手＞

・汐谷３号谷 継続することが適切である。
しおだに ごうだに

・北地谷 中止することが適切である。
きた じ だに

・水神谷 継続することが適切である。
すいじんだに

・下影谷 中止することが適切である。
しもかげだに

・増川谷 中止することが適切である。
ますかわだに

・土釜谷 中止することが適切である。
ど かまだに

・天神谷 中止することが適切である。
てんじんだに
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徳島県公共事業評価委員会の審議対象事業に対する意見

平成２８年度再評価対象事業（県土整備部所管事業）

事業名・箇所名 委員会の意見

通常砂防事業（続き）

＜長期未着手以外＞

・前山谷 継続することが適切である。
まえやまだに

・高森 東 谷 継続することが適切である。
たかもりひがしだに

・鳥ヶ丸谷 継続することが適切である。
とり まるだに

・芋場谷 継続することが適切である。
いも ば だに

・山王谷 継続することが適切である。
さんのうだに

・池ノ内谷 継続することが適切である。
いけ うちだに

・谷口 局 谷 継続することが適切である。
たにぐちきよくだに

・嫁坂谷 中止することが適切である。
よめさかだに

・広瀬北谷 継続することが適切である。
ひろ せ きただに

急傾斜地崩壊対策事業

・牟岐大谷 中止することが適切である。
む ぎ おおたに

なお当該箇所には防災拠点が隣接するこ

とから、今後の対策については中止した理

由も含めて地元と十分協議を行うこと。

・勢力 継続することが適切である。
せいりき

総合流域防災事業（砂防）

＜長期未着手＞

・湯下 東 谷 中止することが適切である。
ゆ げ ひがしだに

＜長期未着手以外＞

・小溜谷 継続することが適切である。
こ ためだに

・樫地谷 継続することが適切である。
かし じ だに
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○ 徳島県公共事業評価委員会名簿

氏 名 職 名

植 田 和 美 四 国大学 短期大学部教授
うえ た かず み

久 次 米 貞 美 税 理 士
く じ め さだ み

上 月 康 則 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
こう づき やす のり

佐 田 久 幸 子 建 築 士
さ だ ひさ さち こ

滑 川 達 徳 島 大 学 大 学 院 准 教 授
なめり かわ すすむ

近 藤 明 子 四国大学経営情報学部講師
こん どう あき こ

○ 山 中 英 生 徳 島 大 学 大 学 院 教 授
やま なか ひで お

（○は会長，五十音順，敬称略）
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